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金木自然休養村

(号外）
D

発行背森県金木町役場編雌企画室 －
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金
木
町
が
昭
和
五
十
年
度
の
「
自
然

休
養
村
」
地
区
に
指
定
に
な
り
ま
し
た
。

「
自
然
休
養
村
」
と
い
っ
て
も
、
一
般

に
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い
名
称
で
、

そ
の
覗
業
内
容
等
に
つ
い
て
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
自
然
休
養
村
」
に
つ
い

て
、
そ
の
概
要
を
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。一

且
一

一

蕊
識
織
噸
鐇
稲
驚
鳶
蕪
篭
蕊
蕊
蕊
蕊
騨
撒
騨
愈
蕊
翰
調

誇
事
業
費
璽
峨
弘
雫
鹿

硲
稔
）
《
認
》
秘
寺
ハ
茨
】
『
諏

聯
謬
郡
翻
訳
誇
率
鈴
耶

へ
戟
哩
【
塊
』
《
鉈
》
（
騨
幽
ハ
認

初
・
・
封
じ
↓
、
児
で
Ｉ
亀
唾
預
〃
：
ｎ
秒
に

自
然
休
養
村
の
目
的
を
要
約
す
れ
ば

鯉
山
村
の
す
ぐ
れ
た
自
然
環
境
を
保
全

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
観
光
農
林
業
を
育
成
し
、
都
市
生
活

者
等
に
健
全
な
休
養
の
場
を
提
供
す
る

と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

腱
林
業
の
第
一
の
目
的
は
、
国
民
食

糧
の
生
産
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

言

襄’
村

畠」

自
然
休
養
村
の

I．
な
い
こ
と
で
す
が
、

金
木
町
自
然
休
養
村

管
理
運
営
委
員
会

自
然
休
養
村
事
業
を
促
進
し
、

計
画
等
に
つ
い
て
諮
問
す
る
機
関

と
し
て
、
〃
金
木
町
自
然
休
養
村

符
理
運
営
委
員
会
〃
を
投
置
し
て

い
ま
す
。
委
貝
は
次
の
と
お
り
で

す
。会

長
竹
内
武
六
（
町
議
会
雛
風
・
前

会
及
）

副
会
長

太
田
佃
二
（
商
工
会
長
）

委
員

今
久
米
雄
（
町
議
会
議
員
・
農

そ
の
他
に
、

の
他
に
、
緑
の

空
間
や
、
澄
ん

だ
空
気
を
供
給

す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
に
健

康
と
安
ら
ぎ
を

与
え
る
と
い
う

役
割
も
果
た
し

て
い
る
わ
け
で

あ
り
ま
す
。
自

然
休
養
村
は
こ

の
点
に
着
目
し

た
事
業
で
す
。

わ
が
国
の
経

済
は
昭
和
三
十

年
頃
か
ら
著
し

い
成
長
を
続

け
、
こ
れ
に
伴

い
都
市
に
人
い

が
集
中
し
、
空

気
の
汚
染
騒
音

・
河
川
の
汚
れ
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
〃
公

害
″
が
発
生
し
、
都
市
の
生
活
環
境
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
都

市
生
活
者
は
自
然
の
恵
み
の
少
な
い
、

い
わ
ば
〃
不
自
然
〃
な
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
こ
こ
数
年
来
、
週
休
二
Ｈ

制
の
普
及
等
に
よ
り
余
暇
が
畑
え
て
き

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
仇
み
に
く
砿
都
会

か
ら
の
が
れ
て
、
自
然
の
い
っ
ぱ
い
あ

る
農
山
村
に
州
か
け
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
人
び
と
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

「
自
然
休
養
村
」
は
、
こ
う
い
う
人

び
と
に
休
養
の
場
を
与
え
、
同
時
に
膿

み

林
業
自
体
の
発
展
も
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

自
然
休
養
村
の

は
じ
ま
り

林
商
工
常
任
委
員
長
）

、
川
兼
五
郎
（
町
議
会
議
員
・

土
木
常
任
委
員
長
）

白
川
峰
雄
（
農
業
委
員
会
長
）

近
藤
元
二
（
喜
良
市
薪
炭
共
用

林
組
合
長
）

杣
馬
京
子
（
連
合
姉
人
会
長
）

中
谷
金
四
郎
（
教
育
長
）

脇
神
米
吉
（
金
木
牒
協
専
務
）

三
坂
哲
雄
（
金
木
鴬
林
署
畏
）

木
村
勝
四
郎
（
農
業
改
良
杵
股

所
長
）

黒
滝
汎
教
（
農
林
事
務
所
長
）

木
幡
敏
（
小
田
川
農
業
水
利
邪

業
所
長
）

山
中
正
津
（
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）

木
村
好
勝
（
産
業
課
長
）

一
一

》
一
一
》

岬
〉
肥

ｎ
ｐ
ｊ

叫岬岬
狸

８
争
瞭

ⅧⅢ
藍
皿

０
１
羽

州０
吋

門
小
皿』

岬

叩
祁

Ⅷ
皿

ｌ
・
“
■

１
▽
舟

１
戸
■
・

郡
・岬

詐
叩
一

醒
蛙叩

甲
４
師

踊
宰
咄

蠅
垂

ｆ
Ｅ
Ｇ
ニ

ー
。
ｂ

亜
脚
計

理
寺

以
ｌ

ｑ
Ｆ
訂

麓
□

郡
吋

促
乱

皿
ゴ
苓

郵
蟄
歸

掛
一
牽

壗
砕
毒

こ
げ
■
■
ｈ

能
画
雌

醒
蒔
宰

５
』
■

｝
剖
酉
》

伽
一
一

』
山
一
鵠

Ⅱ
郡
■

ｇ
■
配
二

■
５
■
｜

Ｂ
ｌ
恥

一
皿
、

一
Ⅲ
抑

師
‐
Ⅶ

伽
》
《
Ｗ

皿
壼
、

－

９

歪

■

■

町

Ⅲ

－

．

ｍ

ｍ
市
、
１
Ｊ
〃

迩
川

血
祁

【
Ⅶ
竺
覗
『
○
０
▲

Ｌ
１
－
Ｆ

、
１
脚
／
ｆ
も
、

、
蛭
廟

一
一
一

１
４
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観
光
農
林
業
育
成
の
た
め
の
土
地
韮

盤
整
備
、
艘
道
、
腱
業
機
械
、
各
祉
近

代
化
施
投
竿
、
第
二
次
艇
業
櫛
造
改
善

覗
業
と
ほ
と
ん
ど
似
た
蛎
業
内
容
で
す

が
、
金
木
町
で
は
次
の
よ
う
な
覗
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

農
林
省
は
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
、
昭
和
四
十
六
年
度
に
全
国
で
三
十

カ
所
の
「
自
然
休
養
村
」
を
指
定
し
て

事
業
の
推
進
を
図
り
、
以
後
毎
年
四
十

な
い
し
五
十
カ
所
の
「
自
然
休
養
村
」

を
指
定
、
五
十
年
度
ま
で
に
、
全
国
で

二
百
カ
所
の
「
自
然
休
養
村
」
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。

東
京
に
本
社
の
あ
る
池
田
繊
維

株
式
会
社
が
、
喜
良
市
小
学
校
旧

校
舎
を
改
装
し
て
金
木
工
場
を
役

立
す
る
運
び
と
な
り
、
社
貝
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◎
募
集
人
員
男
一
五
名

女
六
五
名

◎
募
集
資
格

三
六
才
ま
で
の
健
康
な
方

。
作
業
内
容

姉
人
服
・
子
供
服
の
縫
製

◎
申
込
期
限
八
月
末
日
ま
で

◎
面
接
日
・
場
所

八
月
二
八
日
・
金
木
町
役
場

◎
提
出
書
類
職
歴
沖
一
通

．
◎
申
込
取
次
ぎ
先

企
画
室
（
⑧
三
九
・
四
一
）

■
”
＄
ｑ
皿
弘
＄
■
”
＄
＄
■
ｒ
”
Ｅ
ｆ
〃
Ｊ
刀
亦
Ｌ
Ｌ
Ｒ
ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ｒ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ｂ
ｐ

池
田
繊
維
㈱

社
員
募
集
中

自
然
休
養
村
の

事
業
内
容

補
助
率
は
五
割
で
、
補
助
残
の
八
剖

は
融
盗
６
０
で
す
。
雌
準
事
業
我
は
一

地
区
四
位
円
で
、
聯
業
期
間
は
四
ヵ
年

（
金
木
町
の
場
合
は
、
昭
和
五
十
二
年

度
か
ら
の
予
定
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
実
施
割
合
は
第
一
年
座
三
別
・
第
二

年
度
三
割
・
第
三
年
度
二
割
・
第
山
年

度
二
割
で
す
。

ま
た
、
事
業
主
体
は
、
聯
業
械
側
に

よ
り
、
市
町
村
・
土
地
改
良
腱
・
典
（

漁
）
業
協
Ｍ
組
合
・
腱
業
者
の
組
織
す

る
団
体
（
五
人
以
上
）
等
に
分
か
れ
ま

す
。

（
事
業
内
容
Ⅱ
事
業
主
体
）

○
自
然
休
養
村
連
絡
路

（
遊
歩
道
）
二
カ
所
Ⅱ
金
木
町

○
ク
リ
採
取
園
Ⅱ
農
家

○
花
木
栽
培
園
Ⅱ
農
家

○
マ
ム
シ
飼
育
閲
Ⅱ
幾
家

○
ぶ
ど
う
剛
Ⅱ
腱
家

○
山
菜
採
取
Ｍ
Ⅱ
金
木
町

○
き
の
こ
採
取
間
Ⅱ
農
家

○
野
菜
竿
処
理
加
工
施
設
Ⅱ
腱
協

○
淡
水
魚
養
殖
施
投

（
つ
り
堀
を
含
む
）
Ⅱ
農
家

○
観
光
樹
木
の
植
殺
Ⅱ
金
木
町

○
恥
欺
（
キ
ジ
等
）

養
繁
破
施
役
Ⅱ
金
木
町

○
キ
ャ
ン
プ
場
二
カ
所
Ⅱ
金
木
町

○
駐
車
場
二
カ
所
Ⅱ
金
木
町

○
智
理
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
金
木
町

自
然
休
養
鰍
指
定
を
受
け
た
だ
け

自
然
休
養
村
の

補
助
率
等

今
後
の
段
取

Ⅲ
画
Ｉ
■
甲
▲
Ｕ
０
０
Ｆ
■
■

金
木
町
が
、
米
作
単
作
か
ら
脱
却
し
・
…
…
…
…
…
…
・
・
…
…
…
…
・
‐
…
‐
・

畜
産
経
営
を
取
り
入
れ
、
「
米
十
畜
産
」
》

に
よ
る
艇
家
経
営
の
安
定
向
上
を
図
一
金
木
団
地
の
概
要
一

る
た
め
、
中
里
町
と
と
も
に
運
励
を
進
一

め
て
き
た
「
共
同
利
用
模
範
牧
場
」
の
…
…
…
…
．
．
…
‐
・
・
・
…
…
…
…
…
…

趣
投
が
農
林
街
で
採
択
に
な
り
、
昭
和
こ
の
模
範
牧
場
は
、
金
木
川
地
・
薄

五
十
年
度
か
ら
三
ヵ
年
の
継
続
事
業
で
市
団
地
・
尾
別
団
地
の
三
つ
に
分
か
れ

着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
て
お
り
ま
す
が
、
金
木
団
地
の
概
要
に

…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
，
．
．
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
共
同
利
用
模
範
牧
場
一
金
栂
緬
榊
針
細
川
岬
搾
峰
啼
拒
極
斗
細

の
趣
旨
一
で
、
お
よ
そ
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
営

，
．
・
・
…
…
‐
‐
‐
…
…
…
…
…
‐
・
・
…
…
．
．
，
林
署
か
ら
借
受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て

こ
の
共
川
利
用
模
範
牧
場
の
趣
旨
は
い
ま
す
。

国
有
林
野
を
活
用
し
て
草
地
造
成
、
道
総
燕
業
費
は
三
億
川
千
万
円
ほ
ど
で

路
及
び
雑
用
水
施
投
等
の
韮
本
施
設
を
こ
の
う
ち
、
五
荊
の
一
価
七
千
万
円
は

中
核
と
し
て
そ
の
利
川
に
必
要
な
晒
気
脚
、
二
割
五
分
の
八
千
五
百
万
Ｎ
は
蝶
、

導
入
・
隔
障
物
・
畜
舎
等
を
投
憧
し
、
川
じ
く
二
荊
兀
分
の
八
千
五
両
刀
円
は

こ
れ
を
韮
盤
と
し
て
肉
用
牛
の
育
成
を
町
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
体
と
し
た
畜
産
主
産
地
を
形
成
す
る
主
な
施
没
と
邪
業
搬
は
次
の
と
お
り

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
農
業
の
振
興
と
で
す
。

挫
家
所
得
の
墹
大
を
図
る
こ
と
に
あ
り
○
革
地
造
成
九
山
加

ま
す
。
（
五
○
、
八
八
八
千
円
）

要
す
る
に
、
国
有
林
野
を
利
用
し
て
○
道
路
二
、
九
六
七
ｍ

牧
場
を
建
設
し
、
肉
用
牛
の
飼
育
を
盛
三
六
、
九
四
五
千
円
）

ん
に
し
て
農
家
所
得
を
畑
や
そ
う
と
い
○
基
地
整
術
八
、
九
六
○
㎡

う
わ
け
で
す
。
、
（
八
、
四
五
三
千
円
）

く

で
は
事
業
の
実
施
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

今
後
は
、
実
施
す
る
事
業
と
、
事
業
主

体
を
決
め
、
事
業
実
施
地
区
の
指
定
を

受
け
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
着
工
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
区
ご
と
に
説
明

共
同
利
用
模
範
牧
場
の

建
設
決
ま
る

０
中
４
４
４
？
０
４
０
０
り
り

会
を
開
催
し
、
自
然
休
養
村
の
趣
旨
を

説
明
し
、
関
係
者
の
協
力
を
得
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
日
時
・
場
所
等
に
つ

い
て
は
、
決
ま
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

0

り
り
Ｏ
ｆ
Ｏ
ｆ
ｆ
４
↓
ウ
Ｏ
４
ｆ
６
４
↑
４
０
４
０

ｐ
■
■
■
日
日
■
Ｕ
旬
■
■
９
８
■
■
■
■
■
■
０
６
口
■
０
■
■
巴
■
■
■
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
。
睡
唾

誇
認
州
錐
時
州
》
昨
却
封
》
坪
毎
種
》
一

二
百
頭
以
上
ま
で
に
増
や
す
こ
と
が
最
》
一

大
の
探
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
唖
心

畜
産
餓
徽
輌
酔
琲
垂
雑
種
卦
畦
嘩
御
地
一
一 ｍ

入
れ
、
価
格
の
暴
落
に
歯
止
め
が
か
け
一
一

牛
肉
が
基
準
価
格
を
下
四
つ
た
場
合
は

「
畜
産
振
興
事
業
凶
が
市
場
か
ら
買

一
犀

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
溌
近
で

は
持
ち
直
し
、
飼
育
頭
数
も
墹
加
傾
向

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
鰡瓢’

す
驍
縄
緋
鯉
膿
鰹
継
認

設
を
検
討
し
て
お
り
、
ま
た
、
県
有
牛
撫

の
貸
付
け
制
度
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
剛
《一

一

い
ま
す
。
肉
牛
を
飼
育
し
た
い
方
は
、

役
場
産
業
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

○
畜
舎
一
棟
七
四
五
㎡

（
四
五
、
三
○
八
千
円
）

○
隔
障
物
一
七
、
二
四
○
ｍ

（
一
三
、
一
九
○
千
円
）

○
看
視
舎
一
棟
七
六
㎡

．
（
五
、
九
三
○
千
円
）

○
畜
舎
附
属
施
設
一
帯

二
一
、
○
二
四
千
円
）

○
サ
イ
ロ
三
基（

一
五
、
○
三
二
千
円
）

○
農
具
庫
一
棟
二
○
○
㎡

（
一
二
、
二
○
○
千
円
）

○
糞
尿
処
理
施
設
一
式

（
八
、
岡
九
○
千
円
）

○
機
械
一
式
（
一
二
、
四
四
○
千
円
）

今
後
の
課
題

（2）

■『


